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『
基
本
に
立
ち
返
る
』

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
…
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る
た
め
の
こ
う
し
た
お
ま
け
付
き

政
策
に
正
直
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
る
。

　
「
タ
ダ
ほ
ど
高
い
も
の
は
な
い
。
不
労
所
得
を
求

め
る
な
。
汗
し
て
働
く
か
ら
稼
ぎ
は
尊
い
の
だ
。
」

と
教
え
ら
れ
て
き
た
。
少
な
く
と
も
、
過
去
の
日
本

に
と
っ
て
汗
し
て
働
く
こ
と
は
美
徳
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
日
本
は

G
D
P
世
界
第
2
位
の
経
済
大
国
に
ま
で
発
展
し

た
（
1
9
6
8
年
〜
’73
年
）
。
勤
労
を
後
押
し
し

た
の
は
「
豊
か
さ
を
求
め
る
欲
望
」
だ
ろ
う
。
’80

年
代
、
世
界
経
済
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
。
円
安

の
恩
恵
で
貿
易
立
国
を
誇
っ
て
い
た
日
本
も
、
’85

年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、
急
激
な
円
高
に
誘
導
さ

れ
輸
出
産
業
は
大
打
撃
を
受
け
る
。
強
い
円
は
海

外
投
資
に
流
れ
、
製
造
業
の
海
外
展
開
の
原
因
に

も
な
っ
た
。
そ
の
後
の
’90
年
代
の
バ
ブ
ル
崩
壊
は

記
憶
に
新
し
い
。

　
現
代
は
所
得
が
上
が
ら
な
い
ま
ま
、
ロ
シ
ア
へ

の
経
済
制
裁
や
円
安
に
よ
る
、
原
材
料
高
・
物
価

高
騰
に
苦
し
ん
で
い
る
。
’22
年
の
貿
易
収
支
は
大

幅
な
赤
字
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　
世
界
中
の
ど
の
国
よ
り
も
勤
勉
に
働
い
て
獲
得

し
て
き
た
国
富
は
、
今
、
明
ら
か
に
失
わ
れ
て
い

る
。
資
源
の
な
い
日
本
は
働
く
こ
と
で
し
か
国
富

を
獲
得
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
…
。

　
政
治
に
対
す
る
批
判
は
相
変
わ
ら
ず
多
い
。
し

か
し
戦
後
の
発
展
途
上
の
時
代
と
比
べ
、
世
界
は

複
雑
で
国
家
運
営
は
誰
が
や
っ
て
も
難
し
い
。

　
作
家
の
半
藤
一
利
氏
が
「
昭
和
と
日
本
人
―
失

敗
の
本
質
」
の
中
で
語
っ
て
い
た
。
「
国
家
の
避

け
が
た
い
老
朽
化
の
前
兆
は
、
民
族
の
精
神
の
支

柱
と
な
っ
て
い
た
理
想
の
衰
微
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
理
想
が
光
を
失
う
に
つ
れ
て
、
政
治
的
、
社

会
的
、
文
化
的
な
あ
ら
ゆ
る
基
盤
が
揺
る
ぎ
始
め

る
。
・
・
・
大
国
は
こ
う
し
て
滅
亡
へ
突
き
進
ん

で
い
っ
た
。
」
と
。

　
「
入
る
を
計
っ
て
出
る
を
制
す
」
と
二
宮
尊
徳

翁
は
言
っ
た
。
財
政
の
基
本
で
あ
る
。
現
代
で

は
、
将
来
世
代
の
為
に
確
実
に
必
要
な
社
会
資
本

（
道
路
・
河
川
・
施
設
な
ど
）
は
借
金
が
認
め
ら

れ
て
い
る
と
し
て
も
、
歳
入
歳
出
を
量
的
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
特
に
地

方
は
税
目
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
経
常
的
な
経

費
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
（
次
頁
決
算
記
事
参

照
）
。
こ
こ
２
〜
３
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た

め
、
国
民
1
人
当
た
り
10
万
円
の
特
別
定
額
給
付

金
（
R
2
年
度
）
や
子
育
て
世
帯
へ
の
10
万
円
給

付
（
R
3
年
度
）
な
ど
、
現
金
給
付
や
ポ
イ
ン
ト

還
元
な
ど
安
易
な
政
策
が
目
立
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
「
タ
ダ
」
の
物
は
世
の
中
に
は
な
く

て
、
受
益
者
負
担
の
例
外
と
し
て
、
一
部
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

限
ら
れ
た
歳
入
を
ど
う
配
分
す
る
か
は
、
明
確
な

方
針
と
説
明
を
必
要
と
す
る
。
そ
こ
に
関
わ
る
地

方
議
会
の
責
任
と
役
割
は
重
い
。

　
「
豊
か
さ
」
が
国
民
の
求
め
る
理
想
で
あ
っ
た

時
代
か
ら
時
は
経
過
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

「
得
意
な
金
儲
け
分
野
に
全
資
源
を
集
中
さ
せ
、

必
要
な
も
の
は
海
外
か
ら
買
え
ば
よ
い
と
い
う
楽

観
主
義
が
、
ど
れ
ほ
ど
危
う
い
か
」
も
解
っ
た
。

「
不
可
欠
な
も
の
は
自
前
で
調
達
で
き
る
逞（
た
く

ま
）し
い
国
」を
創
っ
て
い
く
た
め
に
、批
判
ば
か
り

で
な
く
、心
を
一
つ
に
す
る
必
要
を
感
ず
る
。

「
区
役
所
は
身
近
な
防
災
の
拠
点
で
あ
る
べ
き
」

　
平
成
29
年
９
月
に
「
東
日
本
大
震
災
・
震
災
市

長
の
手
記
」
と
い
う
本
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
を
知

り
、
す
ぐ
に
買
い
求
め
た
。
著
者
は
相
馬
市
長

（
現
在
６
期
目
）
で
あ
り
、
医
師
の
立
谷
秀
清

氏
。
全
国
市
長
会
会
長
で
も
あ
る
。
読
ん
だ
訳

は
、
ち
ょ
う
ど
浜
松
市
で
行
政
区
再
編
の
話
が
進

行
中
で
、
私
は
浜
北
区
を
残
す
意
味
で
も
「
防
災

対
策
上
、
自
治
体
の
大
き
さ
は
余
り
大
き
く
な
い

方
が
良
い
。
」
と
考
え
て
い
て
、
そ
の
こ
と
が
確

認
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
因
み
に
相
馬
市
の

人
口
は
4
万
人
弱
。
一
般
に
災
害
対
策
本
部
長
は

市
長
だ
か
ら
、
組
織
が
大
き
く
な
れ
ば
指
揮
命
令

系
統
は
末
端
に
な
り
遠
く
な
る
。

　
手
記
に
は
未
曾
有
の
災
害
に
、
不
眠
不
休
で
、

職
員
と
共
に
奮
闘
す
る
市
長
の
姿
が
書
か
れ
て
い

る
。
福
島
原
発
の
水
蒸
気
爆
発
に
も
狼
狽
す
る
こ

と
な
く
、
放
射
能
に
対
す
る
医
師
の
知
見
を
生
か

し
、
市
役
所
を
捨
て
ず
に
対
策
本
部
機
能
を
全
う

し
た
。
そ
の
後
の
復
興
へ
の
歩
み
も
数
年
に
わ
た

り
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
私
の
「
防
災
上
は
小
さ
い

自
治
体
が
良
い
」
の
考
え
は
確
信
に
変
わ
っ
た
。

　
今
年
７
月
に
本
人
と
会
う
機
会
を
得
た
。
「
最

近
、
世
の
中
の
動
き
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
た
」

時
だ
け
に
、
た
ま
た
ま
同
世
代
で
、
尊
敬
で
き
る

人
物
と
、
価
値
観
を
共
有
で
き
て
話
が
弾
ん
だ
。

「
市
の
職
員
こ
そ
、
最
強
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
だ
っ

た
。
」
と
讃
え
て
い
た
。
日
本
も
ま
だ
ま
だ
捨
て

た
も
の
で
は
な
い
。

浜松市議会で２度目の議長を務める

相馬市長の立谷秀清氏と、太田が手に
しているのが「相馬市長の手記」

市制111周年式典で挨拶（R4.7）市長とともに国道１号線の整備要望（R4.6） 特別委員会で区再編審議（R3.11）

決算審査特別委員会審議（R.元.11）国（財務省）への要望活動（R4.8）

世耕参議院自民党幹事長と（R2.2）本会議のようす＝議長として議事運営（R.4.5）

・総務委員会

・行財政改革・大都市制度特別委員会

・議会改革検討会議座長

〈委員会への所属〉

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議長

本
会
議
で
の
質
問

1.高齢化社会と地域づくり
2.少子化対策
3.公共施設等（ハコモノ資産）の適正管理
4.行政のデジタル化
5.新東名高速道路周辺の「道の駅構想」

1.南海トラフ地震への備え
2.国土調査事業における地籍調査の推進
3.水道事業と地震対策
4.エネルギー政策
5.カーボンニュートラルと産業政策
6.森林環境譲与税の使途
7.浜北副都心の実現に向けて
8.地域創生アドバイザーの活用と地場産業振興1.道路舗装の維持管理

2.道路位置の指定と今後の対応
3.清掃工場の効率的運用
4.万葉文化をどう生かすか
5.幼児教育・保育の無償化に見る国と地方
の関係
6.第32次地方制度調査会答申に関する地方
公共団体の広域連携

議会質問の詳細は浜松市ホームページをご覧
下さい。

浜松市 浜松市議会

議会中継 会議録検索システム
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特別委員会方式による決算審査
　審査の質の向上と議案を一体
で審議する方法として令和元年
度から導入された。すべての議
員が２つの「分科会」に分かれ
４日をかけ審議する。
　審議の過程で改善すべき点を
「指摘事項」として捜出し、次
年度の予算編成などに反映させ
ていくもの。議会全体としての
指摘は重い。

浜北区  浸水被害の状況

次年度政策・予算の要望風景

　
浜
松
市
の
令
和
３
年
度
決
算
は
９
月
議
会
に
上
程

さ
れ
、
全
議
員
が
参
加
し
２
つ
の
分
科
会
で
構
成
さ

れ
る
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
５
日
間
に
亘

る
審
議
を
経
て
、
10
月
27
日
の
本
会
議
で
認
定
さ
れ

た
。普
通
会
計
（
一
般
会
計
）
の
歳
入
総
額
は
3
，

9
4
6
億
円
、歳
出
総
額
は
3
，8
3
3
億
円
で
繰
越

財
源
41
億
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は
72
億
円
で
前
年

度
並
み
の
黒
字
を
示
し
た
。

　
歳
入
の
内
、
市
税
は
1
，
4
5
0
億
円
で
対
前
年

32
億
円
の
減（
▲
2
·1
％
）、
借
入
金
で
あ
る
市
債
は

異
例
の
再
算
定
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
増
（
1
0
3

億
円
の
増
）な
ど
に
よ
り
、
2
9
5
億
円
と
対
前
年
94

億
円
の
減
少
。一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
2
，

4
9
4
億
円
で
対
前
年
81
億
円
の
減
少
、
企
業
会
計

を
含
め
た
総
市
債
残
高
は
4
，
3
1
8
億
円
で

1
2
5
億
円
の
減
少
。市
民
一
人
当
り
の
市
債
残
高

も
5
4
4
千
円
と
中
期
財
政
計
画
値
を
着
実
に
達
成

し
て
い
る
。

　
歳
出
は
人
件
費
が
7
9
2
億
円
、土
木
費
2
5
0

億
円
を
含
む
投
資
的
経
費
は
1
0
3
億
円
減
の

4
8
3
億
円（
▲
１
７
·5
％
）、
扶
助
費
は
1
9
8
億

円
増
の
9
6
5
億
円
（
⊕
2
5
·8
％
）。将
来
の
財
政

需
要
に
備
え
た
基
金
残
高
は
1
0
2
億
円
増
加
の

5
3
1
億
円（
⊕
2
3
·7
％
）と
な
っ
た
。

　
今
回
の
決
算
の
特
徴
は
歳
出
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
子
育
て
世
代
に
対
す
る
特
別
給
付
金
事
業

1
1
7
億
円
の
増
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
55
億
円
の
増
な
ど
に
よ
る

扶
助
費
の
大
幅
増
。ま
た
歳
入
で
は
普
通
交
付
税
の

異
例
の
追
加
交
付
84
億
円
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
。

　
ま
た
、
財
政
力
指
数
は
0
·8
5
と
社
会
福
祉
費
な

ど
、
基
準
財
政
需
要
額
の
増
加
に
伴
い
0
·０
２
％
低

下
。経
常
収
支
比
率
は
地
方
交
付
税
な
ど
の
増
に
よ

り
4
·4
％
改
善
の
8
8
·1
％
。

　
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
実
質
的
な
借
金
を
示
す

将
来
負
担
比
率
は
▲
4
2
·2
％
と
政
令
市
中
、
圧
倒

的
な
健
全
性
を
示
し
て
い
る
。

H.24 H.30 R.1 R.2 R.3

投資的経費 扶助費

扶助費の内訳と比較（単位：億円）市民税構成比（R3）

1,450億円

H24区　分

合　計

児童福祉費

社会福祉費

生活保護費

老人福祉費

その他

その他
126億円（8.7％）

市民税（法人）
81億円（5.6％）

固定資産税
528億円（36.3％）

都市計画税
73億円（5.1％）

285

126

109

20

15

555

*528

236

113

14

74

965

R3

　
　
9
月
2
日
の
豪
雨
で
は
、
市
内
で
浸

水
被
害
が
床
上
46
（
27
）
棟
、
床
下

1
2
3
（
88
）
棟
、
合
計
1
6
9

（
1
1
5
）
棟
で
発
生
し
た
。
ま
た
9

月
23
日
の
台
風
15
号
で
は
床
上
4
7
2

（
1
4
4
）
棟
、
床
下
1
4
7
0

（
3
4
1
）
、
合
計
で
1
9
4
2

（
4
8
5
）
棟
発
生
し
た
。
（
　
）
内

は
浜
北
区
の
件
数
（
内
数
）
。

　
　
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
、
浜
松
市

は
11
月
補
正
予
算
で
単
独
事
業

8
9
0
0
万
円
、
河
川
維
持
改
修
事
業

③
安
間
川
西
支
線
外
改
修
計
画
策
定

業
務

　
＝
２
０
０
０
万
円

　
高
畑
川
、
寺
島
川
整
備
計
画
策
定

業
務
、
浸
水
対
策
、
調
整
池
機
能

検
討
な
ど

④
狢
川
河
川
改
修
詳
細
設
計
業
務

　
＝
１
０
０
０
万
円

　整
備
計
画
の
詳
細
設
計
な
ど

⑤
五
反
田
川
・
有
隣
川
河
川
改
修
事

業
【
当
初
予
算
＝
令
和
4
年
度
・

国
の
交
付
金
事
業
】

　今
回
の
災
害
に
先
立
ち
、
両
河
川

は
国
の
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事

業
と
し
て
、
申
請
を
し
て
お
り
、

河
床
掘
削
、
調
整
池
機
能
な
ど
を

含
め
た
河
川
整
備
手
法
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
が
始
ま
る
。

●
（
都
）
浜
北
馬
郡
線
の
整
備
促
進

　
　
R
４
年
度
は
第
３
工
区
（
高
畑
〜
寺

島
＝
1
・
4
8
K
m
）
を
３
分
割
し
た

3
–
1
工
区
に
つ
い
て
、
用
地
補
償
・

用
水
路
付
替
設
計
を
、
3
–
2
/
3
工

区
の
用
地
測
量
・
道
路
詳
細
設
計
を
実

施
し
た
。
そ
も
そ
も
工
区
の
細
分
割
は

望
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
令
和
５
年
度

は
第
３
工
区
全
体
の
確
実
な
進
捗
を
要

望
す
る
。

●
雷
神
橋
（
県
道
細
江
浜
北
線
）
の
整
備

促
進

　
　
雷
神
橋
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
仮
道

投資的経費＝道路建設や施設建設などの工事費や用地取得費
扶　助　費＝子ども手当など児童福祉費、障害者福祉を含む社会
福祉費、生活保護費など。H.22 からの急激な増加は、子ども手当
（民主党政権）や生活保護費の増加などによる。
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億円
投資的経費と扶助費の推移

408
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677

584
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965

H.24 H.30 R.1 R.2 R.3

・平成30年度以降の税収増は「教職員人件費＝約350億円」が
県から市へ移管されたことに伴い、「個人市民税の２%相当額
＝約150億円」が制度として移譲された。
・R3年度税収減は固定資産税評価替などにより▲23億円

1,500

1,400

1,300

1,200

億円
市税の収入額の推移

1,245

1,493
1,513

1,481
1,450

市民税（個人）
642億円（44.3％）

①いじめや貧困に対応する人材の確保など、子ども施策における重要課題の解決に

取り組むこと

②将来負担比率▲42.2％は事業の先送りと言えることから積極的な予算編成に取り

組むこと

③まつぼっくりを市民が利用しやすいシステムに改修すること

④国や県との連携を図り検証を含め、消防団員確保対策に取り組むこと

⑤地震対策推進事業のうち木造住宅に係る補助事業及びブロック塀等耐震改修助

成事業を進めること

⑥福祉施設、保育所等への指導監査について職員の増員や人材育成など体制強化

を図ること

決算審査特別委員会指摘事項

※児童福祉費は幼児教育・保育の無償化に関連する

ものの他特別給付金支給事業117億円を含む

8
2
5
0
万
円
を
計
上
し
た
。
維
持
改

修
は
主
に
土
砂
搬
出
、
浚
渫
等
で
浜
北

区
は
11
ヶ
所
、
3
2
5
0
万
円
。
単
独

事
業
は
調
査
・
計
画
策
定
な
ど
。
浜
北

区
関
連
は
次
の
通
り
（
左
図
参
照
）

①
小
林
11
号
排
水
路
外
流
域
浸
水
対

策
検
討
事
業

　
＝
１
０
０
０
万
円

　
浸
水
箇
所
現
況
調
査
、
地
盤
調

査
、
対
策
検
討
な
ど

②
本
沢
合
16
号
排
水
路
流
域
浸
水
対

策
検
討
事
業

　
＝
１
０
０
０
万
円

　
浸
水
対
策
検
討
、
校
庭
貯
留
効
果

検
証
な
ど

1

5

4

3

2

高
畑
川

寺
島
川

安
間
川

五反田川

馬
込
川

有隣川

本沢合16号
排水路

小林11号
排水路

利
用
か
ら
、
令
和
５
年
11
月
の
本
道
へ

の
切
替
を
め
ざ
し
て
上
部
工
の
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
向
交
差

点
区
間
2
6
0
ｍ
に
つ
い
て
10
月
に
事

業
説
明
会
も
行
わ
れ
た
。
令
和
５
年
度

に
つ
い
て
雷
神
橋
の
計
画
通
り
の
切
替

と
、
道
路
整
備
の
進
捗
を
要
望
す
る
。

●
（
都
）
美
薗
線
の
整
備
促
進

　
　
残
区
間
5
0
0
ｍ
（
第
二
工
区
）
に

つ
い
て
事
業
認
可
が
昨
年
度
下
り
、
令

和
４
年
度
は
詳
細
設
計
と
物
件
調
査
を

行
っ
て
き
た
。
令
和
５
年
度
は
道
路
下

部
に
設
置
さ
れ
る
都
市
下
水
路
の
設
計

並
び
に
道
路
用
地
買
収
予
算
を
確
保
し

て
早
期
の
事
業
進
捗
を
要
望
す
る
。
ま

た
関
連
す
る
諏
訪
神
社
前
の
、
市
道
西

美
薗
51
号
線
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
も

令
和
５
年
度
の
工
事
着
手
を
要
望
す

る
。

●
中
央
北
土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
関
連

公
共
事
業
の
推
進

　
　
令
和
３
年
12
月
の
組
合
設
立
以
降
、

組
合
で
は
地
区
計
画
の
策
定
や
仮
換
地

指
定
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
組
合
へ
の
支
援
と
区
域
外
の
公
共

事
業
に
つ
い
て
計
画
通
り
の
推
進
を
要

望
す
る
。

●
市
道
浜
北
貴
布
祢
中
央
線
の
改
良
整
備

　
　
浜
北
副
都
心
の
中
核
的
役
割
を
担
う

幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
歩
道
を
備
え
た

安
全
な
道
路
と
し
て
地
域
要
望
に
沿
っ

た
整
備
を
要
望
す
る
。

●
地
域
要
望
生
活
道
路
の
整
備
促
進

●
狢
（
む
じ
な
）
川
の
都
市
下
水
路
と
し

て
の
整
備
促
進

狢川

令
和
３
年
度
決
算
概
要

令
和
５
年
度
の
主
な
予
算
要
望

９
月
豪
雨
及
び
台
風
15
号
被
害
へ
の

対
応 

11
月
補
正
予
算
（
第
７
号
） 



特別委員会方式による決算審査
　審査の質の向上と議案を一体
で審議する方法として令和元年
度から導入された。すべての議
員が２つの「分科会」に分かれ
４日をかけ審議する。
　審議の過程で改善すべき点を
「指摘事項」として捜出し、次
年度の予算編成などに反映させ
ていくもの。議会全体としての
指摘は重い。

浜北区  浸水被害の状況浜北区  浸水被害の状況

次年度政策・予算の要望風景

　
浜
松
市
の
令
和
３
年
度
決
算
は
９
月
議
会
に
上
程

さ
れ
、
全
議
員
が
参
加
し
２
つ
の
分
科
会
で
構
成
さ

れ
る
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
５
日
間
に
亘

る
審
議
を
経
て
、
10
月
27
日
の
本
会
議
で
認
定
さ
れ

た
。普
通
会
計
（
一
般
会
計
）
の
歳
入
総
額
は
3
，

9
4
6
億
円
、歳
出
総
額
は
3
，8
3
3
億
円
で
繰
越

財
源
41
億
円
を
除
い
た
実
質
収
支
は
72
億
円
で
前
年

度
並
み
の
黒
字
を
示
し
た
。

　
歳
入
の
内
、
市
税
は
1
，
4
5
0
億
円
で
対
前
年

32
億
円
の
減（
▲
2
·1
％
）、
借
入
金
で
あ
る
市
債
は

異
例
の
再
算
定
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
増
（
1
0
3

億
円
の
増
）な
ど
に
よ
り
、
2
9
5
億
円
と
対
前
年
94

億
円
の
減
少
。一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
2
，

4
9
4
億
円
で
対
前
年
81
億
円
の
減
少
、
企
業
会
計

を
含
め
た
総
市
債
残
高
は
4
，
3
1
8
億
円
で

1
2
5
億
円
の
減
少
。市
民
一
人
当
り
の
市
債
残
高

も
5
4
4
千
円
と
中
期
財
政
計
画
値
を
着
実
に
達
成

し
て
い
る
。

　
歳
出
は
人
件
費
が
7
9
2
億
円
、土
木
費
2
5
0

億
円
を
含
む
投
資
的
経
費
は
1
0
3
億
円
減
の

4
8
3
億
円（
▲
１
７
·5
％
）、
扶
助
費
は
1
9
8
億

円
増
の
9
6
5
億
円
（
⊕
2
5
·8
％
）。将
来
の
財
政

需
要
に
備
え
た
基
金
残
高
は
1
0
2
億
円
増
加
の

5
3
1
億
円（
⊕
2
3
·7
％
）と
な
っ
た
。

　
今
回
の
決
算
の
特
徴
は
歳
出
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
の
子
育
て
世
代
に
対
す
る
特
別
給
付
金
事
業

1
1
7
億
円
の
増
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す

る
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
55
億
円
の
増
な
ど
に
よ
る

扶
助
費
の
大
幅
増
。ま
た
歳
入
で
は
普
通
交
付
税
の

異
例
の
追
加
交
付
84
億
円
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
。

　
ま
た
、
財
政
力
指
数
は
0
·8
5
と
社
会
福
祉
費
な

ど
、
基
準
財
政
需
要
額
の
増
加
に
伴
い
0
·０
２
％
低

下
。経
常
収
支
比
率
は
地
方
交
付
税
な
ど
の
増
に
よ

り
4
·4
％
改
善
の
8
8
·1
％
。

　
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
実
質
的
な
借
金
を
示
す

将
来
負
担
比
率
は
▲
4
2
·2
％
と
政
令
市
中
、
圧
倒

的
な
健
全
性
を
示
し
て
い
る
。

H.24 H.30 R.1 R.2 R.3

投資的経費 扶助費

扶助費の内訳と比較（単位：億円）市民税構成比（R3）

1,450億円

H24区　分

合　計

児童福祉費

社会福祉費

生活保護費

老人福祉費

その他

その他
126億円（8.7％）

市民税（法人）
81億円（5.6％）

固定資産税
528億円（36.3％）

都市計画税
73億円（5.1％）

285

126

109

20

15

555

*528

236

113

14

74

965

R3

　
　
9
月
2
日
の
豪
雨
で
は
、
市
内
で
浸

水
被
害
が
床
上
46
（
27
）
棟
、
床
下

1
2
3
（
88
）
棟
、
合
計
1
6
9

（
1
1
5
）
棟
で
発
生
し
た
。
ま
た
9

月
23
日
の
台
風
15
号
で
は
床
上
4
7
2

（
1
4
4
）
棟
、
床
下
1
4
7
0

（
3
4
1
）
、
合
計
で
1
9
4
2

（
4
8
5
）
棟
発
生
し
た
。
（
　
）
内

は
浜
北
区
の
件
数
（
内
数
）
。

　
　
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
、
浜
松
市

は
11
月
補
正
予
算
で
単
独
事
業

8
9
0
0
万
円
、
河
川
維
持
改
修
事
業

③
安
間
川
西
支
線
外
改
修
計
画
策
定

業
務

　
＝
２
０
０
０
万
円

　
高
畑
川
、
寺
島
川
整
備
計
画
策
定

業
務
、
浸
水
対
策
、
調
整
池
機
能

検
討
な
ど

④
狢
川
河
川
改
修
詳
細
設
計
業
務

　
＝
１
０
０
０
万
円

　整
備
計
画
の
詳
細
設
計
な
ど

⑤
五
反
田
川
・
有
隣
川
河
川
改
修
事

業
【
当
初
予
算
＝
令
和
4
年
度
・

国
の
交
付
金
事
業
】

　今
回
の
災
害
に
先
立
ち
、
両
河
川

は
国
の
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事

業
と
し
て
、
申
請
を
し
て
お
り
、

河
床
掘
削
、
調
整
池
機
能
な
ど
を

含
め
た
河
川
整
備
手
法
に
つ
い
て

具
体
的
な
検
討
が
始
ま
る
。

●
（
都
）
浜
北
馬
郡
線
の
整
備
促
進

　
　
R
４
年
度
は
第
３
工
区
（
高
畑
〜
寺

島
＝
1
・
4
8
K
m
）
を
３
分
割
し
た

3
–
1
工
区
に
つ
い
て
、
用
地
補
償
・

用
水
路
付
替
設
計
を
、
3
–
2
/
3
工

区
の
用
地
測
量
・
道
路
詳
細
設
計
を
実

施
し
た
。
そ
も
そ
も
工
区
の
細
分
割
は

望
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
令
和
５
年
度

は
第
３
工
区
全
体
の
確
実
な
進
捗
を
要

望
す
る
。

●
雷
神
橋
（
県
道
細
江
浜
北
線
）
の
整
備

促
進

　
　
雷
神
橋
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
仮
道

投資的経費＝道路建設や施設建設などの工事費や用地取得費
扶　助　費＝子ども手当など児童福祉費、障害者福祉を含む社会
福祉費、生活保護費など。H.22 からの急激な増加は、子ども手当
（民主党政権）や生活保護費の増加などによる。
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投資的経費と扶助費の推移
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H.24 H.30 R.1 R.2 R.3

・平成30年度以降の税収増は「教職員人件費＝約350億円」が
県から市へ移管されたことに伴い、「個人市民税の２%相当額
＝約150億円」が制度として移譲された。
・R3年度税収減は固定資産税評価替などにより▲23億円

1,500

1,400

1,300

1,200

億円
市税の収入額の推移

1,245

1,493
1,513

1,481
1,450

市民税（個人）
642億円（44.3％）

①いじめや貧困に対応する人材の確保など、子ども施策における重要課題の解決に

取り組むこと

②将来負担比率▲42.2％は事業の先送りと言えることから積極的な予算編成に取り

組むこと

③まつぼっくりを市民が利用しやすいシステムに改修すること

④国や県との連携を図り検証を含め、消防団員確保対策に取り組むこと

⑤地震対策推進事業のうち木造住宅に係る補助事業及びブロック塀等耐震改修助

成事業を進めること

⑥福祉施設、保育所等への指導監査について職員の増員や人材育成など体制強化

を図ること

決算審査特別委員会指摘事項

※児童福祉費は幼児教育・保育の無償化に関連する

ものの他特別給付金支給事業117億円を含む

8
2
5
0
万
円
を
計
上
し
た
。
維
持
改

修
は
主
に
土
砂
搬
出
、
浚
渫
等
で
浜
北

区
は
11
ヶ
所
、
3
2
5
0
万
円
。
単
独

事
業
は
調
査
・
計
画
策
定
な
ど
。
浜
北

区
関
連
は
次
の
通
り
（
左
図
参
照
）

①
小
林
11
号
排
水
路
外
流
域
浸
水
対

策
検
討
事
業

　
＝
１
０
０
０
万
円

　
浸
水
箇
所
現
況
調
査
、
地
盤
調

査
、
対
策
検
討
な
ど

②
本
沢
合
16
号
排
水
路
流
域
浸
水
対

策
検
討
事
業

　
＝
１
０
０
０
万
円

　
浸
水
対
策
検
討
、
校
庭
貯
留
効
果

検
証
な
ど

1

5

4

3

2

高
畑
川

寺
島
川

安
間
川

五反田川

馬
込
川

有隣川

本沢合16号
排水路

小林11号
排水路

利
用
か
ら
、
令
和
５
年
11
月
の
本
道
へ

の
切
替
を
め
ざ
し
て
上
部
工
の
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
向
交
差

点
区
間
2
6
0
ｍ
に
つ
い
て
10
月
に
事

業
説
明
会
も
行
わ
れ
た
。
令
和
５
年
度

に
つ
い
て
雷
神
橋
の
計
画
通
り
の
切
替

と
、
道
路
整
備
の
進
捗
を
要
望
す
る
。

●
（
都
）
美
薗
線
の
整
備
促
進

　
　
残
区
間
5
0
0
ｍ
（
第
二
工
区
）
に

つ
い
て
事
業
認
可
が
昨
年
度
下
り
、
令

和
４
年
度
は
詳
細
設
計
と
物
件
調
査
を

行
っ
て
き
た
。
令
和
５
年
度
は
道
路
下

部
に
設
置
さ
れ
る
都
市
下
水
路
の
設
計

並
び
に
道
路
用
地
買
収
予
算
を
確
保
し

て
早
期
の
事
業
進
捗
を
要
望
す
る
。
ま

た
関
連
す
る
諏
訪
神
社
前
の
、
市
道
西

美
薗
51
号
線
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
も

令
和
５
年
度
の
工
事
着
手
を
要
望
す

る
。

●
中
央
北
土
地
区
画
整
理
事
業
及
び
関
連

公
共
事
業
の
推
進

　
　
令
和
３
年
12
月
の
組
合
設
立
以
降
、

組
合
で
は
地
区
計
画
の
策
定
や
仮
換
地

指
定
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
組
合
へ
の
支
援
と
区
域
外
の
公
共

事
業
に
つ
い
て
計
画
通
り
の
推
進
を
要

望
す
る
。

●
市
道
浜
北
貴
布
祢
中
央
線
の
改
良
整
備

　
　
浜
北
副
都
心
の
中
核
的
役
割
を
担
う

幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
歩
道
を
備
え
た

安
全
な
道
路
と
し
て
地
域
要
望
に
沿
っ

た
整
備
を
要
望
す
る
。

●
地
域
要
望
生
活
道
路
の
整
備
促
進

●
狢
（
む
じ
な
）
川
の
都
市
下
水
路
と
し

て
の
整
備
促
進

狢川

令
和
３
年
度
決
算
概
要

令
和
５
年
度
の
主
な
予
算
要
望

９
月
豪
雨
及
び
台
風
15
号
被
害
へ
の

対
応 
11
月
補
正
予
算
（
第
７
号
） 
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『
基
本
に
立
ち
返
る
』

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
…
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
る
た
め
の
こ
う
し
た
お
ま
け
付
き

政
策
に
正
直
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
る
。

　
「
タ
ダ
ほ
ど
高
い
も
の
は
な
い
。
不
労
所
得
を
求

め
る
な
。
汗
し
て
働
く
か
ら
稼
ぎ
は
尊
い
の
だ
。
」

と
教
え
ら
れ
て
き
た
。
少
な
く
と
も
、
過
去
の
日
本

に
と
っ
て
汗
し
て
働
く
こ
と
は
美
徳
で
あ
っ
た
。

　
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
を
経
て
、
日
本
は

G
D
P
世
界
第
2
位
の
経
済
大
国
に
ま
で
発
展
し

た
（
1
9
6
8
年
〜
’73
年
）
。
勤
労
を
後
押
し
し

た
の
は
「
豊
か
さ
を
求
め
る
欲
望
」
だ
ろ
う
。
’80

年
代
、
世
界
経
済
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
。
円
安

の
恩
恵
で
貿
易
立
国
を
誇
っ
て
い
た
日
本
も
、
’85

年
の
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、
急
激
な
円
高
に
誘
導
さ

れ
輸
出
産
業
は
大
打
撃
を
受
け
る
。
強
い
円
は
海

外
投
資
に
流
れ
、
製
造
業
の
海
外
展
開
の
原
因
に

も
な
っ
た
。
そ
の
後
の
’90
年
代
の
バ
ブ
ル
崩
壊
は

記
憶
に
新
し
い
。

　
現
代
は
所
得
が
上
が
ら
な
い
ま
ま
、
ロ
シ
ア
へ

の
経
済
制
裁
や
円
安
に
よ
る
、
原
材
料
高
・
物
価

高
騰
に
苦
し
ん
で
い
る
。
’22
年
の
貿
易
収
支
は
大

幅
な
赤
字
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

　
世
界
中
の
ど
の
国
よ
り
も
勤
勉
に
働
い
て
獲
得

し
て
き
た
国
富
は
、
今
、
明
ら
か
に
失
わ
れ
て
い

る
。
資
源
の
な
い
日
本
は
働
く
こ
と
で
し
か
国
富

を
獲
得
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
…
。

　
政
治
に
対
す
る
批
判
は
相
変
わ
ら
ず
多
い
。
し

か
し
戦
後
の
発
展
途
上
の
時
代
と
比
べ
、
世
界
は

複
雑
で
国
家
運
営
は
誰
が
や
っ
て
も
難
し
い
。

　
作
家
の
半
藤
一
利
氏
が
「
昭
和
と
日
本
人
―
失

敗
の
本
質
」
の
中
で
語
っ
て
い
た
。
「
国
家
の
避

け
が
た
い
老
朽
化
の
前
兆
は
、
民
族
の
精
神
の
支

柱
と
な
っ
て
い
た
理
想
の
衰
微
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
理
想
が
光
を
失
う
に
つ
れ
て
、
政
治
的
、
社

会
的
、
文
化
的
な
あ
ら
ゆ
る
基
盤
が
揺
る
ぎ
始
め

る
。
・
・
・
大
国
は
こ
う
し
て
滅
亡
へ
突
き
進
ん

で
い
っ
た
。
」
と
。

　
「
入
る
を
計
っ
て
出
る
を
制
す
」
と
二
宮
尊
徳

翁
は
言
っ
た
。
財
政
の
基
本
で
あ
る
。
現
代
で

は
、
将
来
世
代
の
為
に
確
実
に
必
要
な
社
会
資
本

（
道
路
・
河
川
・
施
設
な
ど
）
は
借
金
が
認
め
ら

れ
て
い
る
と
し
て
も
、
歳
入
歳
出
を
量
的
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
特
に
地

方
は
税
目
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
経
常
的
な
経

費
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
（
次
頁
決
算
記
事
参

照
）
。
こ
こ
２
〜
３
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
た

め
、
国
民
1
人
当
た
り
10
万
円
の
特
別
定
額
給
付

金
（
R
2
年
度
）
や
子
育
て
世
帯
へ
の
10
万
円
給

付
（
R
3
年
度
）
な
ど
、
現
金
給
付
や
ポ
イ
ン
ト

還
元
な
ど
安
易
な
政
策
が
目
立
っ
た
。

　
そ
も
そ
も
「
タ
ダ
」
の
物
は
世
の
中
に
は
な
く

て
、
受
益
者
負
担
の
例
外
と
し
て
、
一
部
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

限
ら
れ
た
歳
入
を
ど
う
配
分
す
る
か
は
、
明
確
な

方
針
と
説
明
を
必
要
と
す
る
。
そ
こ
に
関
わ
る
地

方
議
会
の
責
任
と
役
割
は
重
い
。

　
「
豊
か
さ
」
が
国
民
の
求
め
る
理
想
で
あ
っ
た

時
代
か
ら
時
は
経
過
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

「
得
意
な
金
儲
け
分
野
に
全
資
源
を
集
中
さ
せ
、

必
要
な
も
の
は
海
外
か
ら
買
え
ば
よ
い
と
い
う
楽

観
主
義
が
、
ど
れ
ほ
ど
危
う
い
か
」
も
解
っ
た
。

「
不
可
欠
な
も
の
は
自
前
で
調
達
で
き
る
逞（
た
く

ま
）し
い
国
」を
創
っ
て
い
く
た
め
に
、批
判
ば
か
り

で
な
く
、心
を
一
つ
に
す
る
必
要
を
感
ず
る
。

「
区
役
所
は
身
近
な
防
災
の
拠
点
で
あ
る
べ
き
」

　
平
成
29
年
９
月
に
「
東
日
本
大
震
災
・
震
災
市

長
の
手
記
」
と
い
う
本
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
を
知

り
、
す
ぐ
に
買
い
求
め
た
。
著
者
は
相
馬
市
長

（
現
在
６
期
目
）
で
あ
り
、
医
師
の
立
谷
秀
清

氏
。
全
国
市
長
会
会
長
で
も
あ
る
。
読
ん
だ
訳

は
、
ち
ょ
う
ど
浜
松
市
で
行
政
区
再
編
の
話
が
進

行
中
で
、
私
は
浜
北
区
を
残
す
意
味
で
も
「
防
災

対
策
上
、
自
治
体
の
大
き
さ
は
余
り
大
き
く
な
い

方
が
良
い
。
」
と
考
え
て
い
て
、
そ
の
こ
と
が
確

認
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
だ
。
因
み
に
相
馬
市
の

人
口
は
4
万
人
弱
。
一
般
に
災
害
対
策
本
部
長
は

市
長
だ
か
ら
、
組
織
が
大
き
く
な
れ
ば
指
揮
命
令

系
統
は
末
端
に
な
り
遠
く
な
る
。

　
手
記
に
は
未
曾
有
の
災
害
に
、
不
眠
不
休
で
、

職
員
と
共
に
奮
闘
す
る
市
長
の
姿
が
書
か
れ
て
い

る
。
福
島
原
発
の
水
蒸
気
爆
発
に
も
狼
狽
す
る
こ

と
な
く
、
放
射
能
に
対
す
る
医
師
の
知
見
を
生
か

し
、
市
役
所
を
捨
て
ず
に
対
策
本
部
機
能
を
全
う

し
た
。
そ
の
後
の
復
興
へ
の
歩
み
も
数
年
に
わ
た

り
綴
ら
れ
て
い
る
が
、
私
の
「
防
災
上
は
小
さ
い

自
治
体
が
良
い
」
の
考
え
は
確
信
に
変
わ
っ
た
。

　
今
年
７
月
に
本
人
と
会
う
機
会
を
得
た
。
「
最

近
、
世
の
中
の
動
き
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
た
」

時
だ
け
に
、
た
ま
た
ま
同
世
代
で
、
尊
敬
で
き
る

人
物
と
、
価
値
観
を
共
有
で
き
て
話
が
弾
ん
だ
。

「
市
の
職
員
こ
そ
、
最
強
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
だ
っ

た
。
」
と
讃
え
て
い
た
。
日
本
も
ま
だ
ま
だ
捨
て

た
も
の
で
は
な
い
。

浜松市議会で２度目の議長を務める

相馬市長の立谷秀清氏と、太田が手に
しているのが「相馬市長の手記」

市制111周年式典で挨拶（R4.7）市長とともに国道１号線の整備要望（R4.6） 特別委員会で区再編審議（R3.11）

決算審査特別委員会審議（R.元.11）国（財務省）への要望活動（R4.8）

世耕参議院自民党幹事長と（R2.2）本会議のようす＝議長として議事運営（R.4.5）

・総務委員会

・行財政改革・大都市制度特別委員会

・議会改革検討会議座長

〈委員会への所属〉

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議長

本
会
議
で
の
質
問

1.高齢化社会と地域づくり
2.少子化対策
3.公共施設等（ハコモノ資産）の適正管理
4.行政のデジタル化
5.新東名高速道路周辺の「道の駅構想」

1.南海トラフ地震への備え
2.国土調査事業における地籍調査の推進
3.水道事業と地震対策
4.エネルギー政策
5.カーボンニュートラルと産業政策
6.森林環境譲与税の使途
7.浜北副都心の実現に向けて
8.地域創生アドバイザーの活用と地場産業振興1.道路舗装の維持管理

2.道路位置の指定と今後の対応
3.清掃工場の効率的運用
4.万葉文化をどう生かすか
5.幼児教育・保育の無償化に見る国と地方
の関係
6.第32次地方制度調査会答申に関する地方
公共団体の広域連携

議会質問の詳細は浜松市ホームページをご覧
下さい。

浜松市 浜松市議会
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